
           

◇
環
境
構
成 

◆ 緊張からくる疲れが予想されるので、午
後は静的な遊びができる環境を整える。 

◇ 遊具の場所や、所持品の始末の流れなど
を視覚的に分かりやすく表⽰する。 

◇ トイレを落ち着いた気持ちで安⼼して利
⽤できるよう、イラストを貼ったり、明る
い配⾊の壁⾯装飾を施したりする。 

◇ 遊び始めやすいように、家庭にあるよう
な遊具を⽤意する。 

◇ 同じ物を数多く⽤意し、「⾃分も使いた
い」という気持ちに応えられるようにする。

◆ 緊張からくる疲れが予想されるので、午
後は静的な遊びができる環境を整える。 

◇ 幼児クラスの環境に慣れるよう、⽣活の
中で、トイレ、ホールなど様々な場に、少
しずつ赴く機会を設ける。 

☆
保
育
者
の
援
助 

★ 保育者から積極的に話し掛けたり、スキ
ンシップを図ったりして、親しみをもてる
ようにする。 

☆ 不安や緊張から保護者と離れるのが難し
いときには、幼児の気持ちを受け⽌めなが
ら、幼児がゆっくり気持ちを切り替えられ
るようにする。 

☆ 話し掛けたり⼿をつないだりして触れ合
い、温かい態度で接しながら、徐々に⽣活
に慣れるようにする。 

☆ 個⼈差が⼤きいことに配慮し、⼀⼈⼀⼈
の気持ちや動きに応じた援助をする。

★ 保育者から積極的に話し掛けたり、スキ
ンシップを図ったりして、親しみをもてる
ようにする。 

☆ 所持品の始末やトイレに⼀⼈で取り組も
うとする気持ちがもてるよう、⾃分でやろ
うとしたことを認め、励ましながら、意欲
を引き出す。

︵
共
通
︶ 

▲
保
育
者
間
の
連
携 

▲ ⼀⼈⼀⼈の不安や緊張に応じられるよう、保育者間で連携を密にして丁寧に対応する。 

▲ 教育活動での幼児の姿や⾷事、排せつの状況、保護者からの申し送り事項などを、⻑時間
保育担当者（または預かり保育担当者）にしっかり引き継いでいく。 

▲ 教育時間のみ利⽤の幼児の降園時に、迎えの様⼦が⻑時間保育の幼児に⾒えないよう、両
⽅の保育者が、降園の場所、保育の場所に配慮する。

● 自分の学級担任、保育室の場所、トイレの

場所や、身支度の仕方などを知る。 

● 保育者を拠り所としながら、一緒に遊んだ

り、一緒に所持品の始末をしたりする。 

● 保育者に、やりたいことや困ったことなどを

伝える。 

３歳児 Ⅰ期（４⽉〜５⽉上旬）

ね
ら
い 

◎  喜んで登園する。 

◎  自分の学級担任が分かり、親しみをもつ。 

◎  所持品の始末や自分でできそうなことを、保

育者と一緒にやってみようとする。 

① ⽣まれて初めて
集団⽣活を経験する幼児

内
容
・
活
動
等

● 自分の学級担任や友達が分かり、親しみを

もって接する。 

● 所持品の始末の仕方やトイレの使い方など

を知り、保育者と、または一人で行う。 

◎  新たな学級担任に親しみをもつ。 

◎  新入園児に親しみをもつ。 

◎  所持品の始末や自分でできそうなことを、保

育者と一緒に、または一人でやってみようとす

る。 

② 満３歳から⼊園し、⼊園から
数か⽉集団⽣活を経験した幼児
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◆ 環境の変化や新⼊園児がいる⽣活からくる疲
れが予想されるので、午後は静的な遊びができ
る環境を整える。 

◇ 前年度の実態等から、幼児の興味・関⼼の傾
向を踏まえ、遊具等を⽤意する。 

◆ 緊張からくる疲れが予想されるので、午後は
静的な遊びができる環境を整える。 

◇ 初めて使う遊具の扱い⽅や⽚付け⽅につい
て、分かりやすい表⽰を掲⽰し、安全に扱える
よう配慮する。 

 

★ 保育者から積極的に話し掛けたり、スキンシ
ップを図ったりして、親しみをもてるようにす
る。 

☆ 進級に当たり不安な様⼦が⾒られる幼児に
は、⽢えたい気持ちを受け⽌めながら、じっく
りかかわる。 

⽣活の仕⽅等、分かっていることを新⼊園児
に伝えさせることで、新たな⽣活に意欲をもて
るようにする。 

☆ 保育者も⼀緒に遊び、幼児の気持ちに共感す
る。 

 

★ 保育者から積極的に話し掛けたり、スキンシ
ップを図ったりして、親しみをもてるようにす
る。 

☆ 様々な形で⾃分の気持ちを表してきた際に
は、しっかり受け⽌め、共感する。 

  新しい環境に馴染めず不安な様⼦が⾒られる
幼児には、じっくりかかわり、幼児が好きな遊
びを⾒付けられるよう援助することで、少しず
つ不安を取り除くようにする。 

 

︵
共
通
︶ 

■
保
護
者
と
の
連
携 

■ ⺟⼦分離が難しい幼児については、園での様⼦を丁寧に知らせ、家庭での様⼦を聞き取り、
情報共有することで、徐々に安⼼して登園できるようにする。 

■ 園⽣活についての⼼配事や疑問などを丁寧に聞き取ったり、その⽇の様⼦を知らせたりし
て、信頼関係を築いていく。 

■ 安定した⽣活リズムを作れるよう働き掛ける。 
■ 活動の様⼦を知らせるホワイトボードや連絡板に⽬を通してもらうように促す。 
■ 新しい環境による疲れが予想されるため、家庭でも⼗分に休息をとってもらうことを話

す。 
■ 家庭でも、⾃分でできることが少しずつ増えるよう、取り組んでもらうことを話す。 

● 自分の学級担任や長時間保育の保育者、友達に

親しみをもち、一緒に遊んだり過ごしたりすることを

喜ぶ。 

● 自分の好きな場所、遊具等で遊ぶ。 

◎ 新たな学級担任や、長時間保育の保育者等に親

しみをもつ。 

◎ 新入園児に親しみをもつ。 

◎ 好きな遊びを見付けて遊ぶ。 

● 自分の学級担任が分かり、親しみをもって接す

る。 

● 保育室の場所、トイレの場所、身支度の仕方、一

日の生活の流れなどを知る。 

 

◎ 前所属園との生活習慣等の違いに慣れる。 

◎ 新たな学級担任に親しみをもつ。 

③ 満３歳未満から⼊園し、集団 
⽣活が⻑期にわたっている幼児

④ 集団⽣活を経験しているが 
他の保育所等から⼊園した幼児

 ※ ３歳児 Ⅰ期（４月～５月上旬）については、「教育活動」「預かり保育」「長時間保育」を包括して記述する。
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◇
環
境
構
成

◆ 暑い時期は疲れやすいので寝転がることができるござやマットなどを⽤意しておき、くつ

しい部屋で⾷べられるようにする。 
◆ ⼗分な休息がとれるよう、気温や湿度の調節に気を付ける。 
◆ ⾬の⽇や暑い⽇の午後などは⼾外で遊べないこともあるので、必要に応じてホールなどの

室内で巧技台や体を動かせる遊びができるようにする。 
◆ 泥や⽔の感触が楽しめるように、砂場の道具や⽔を⽤意しておく。 
◆ 夏は昆⾍がたくさん⾒られる時期なので、図鑑や写真絵本などを⽤意し、興味をもって⾒

られるようにする。 
◇ 初めての預かり保育で安⼼して過ごせる

よう、⽣活の流れや⽅法を毎⽇同じように
する。 

◇ ⽀度の仕⽅や⾃分の場所などが分かりや
すいように、絵や写真の表⽰を⽤いて視覚
的に⼿順などを⽰しておく。

◇ 視覚で分かりやすいように⼿順などを⽰
して、⾃分で⼿を洗ったりうがいをしたりす
る気持ちをもてるようにする 

◇ 脱いだ⾐服とこれから着る⾐服が混ざら
ないよう、幼児に分かりやすい⼿順や動線を
考えておく。

● 預かり保育室での所持品の始末の仕方や間

食の食べ方などが分かり、自分でできることを

やってみる。 

● 預かり保育での生活に必要なきまりがあるこ

とを知る。 

● 預かり保育室で、気に入った遊具や遊びを見

付けて、やりたい遊びを楽しむ。 

● 水や砂、泥などの感触を楽しむ。

● 虫や小動物に触れ、興味をもつ。

● 保育者に親しみをもち、一緒に遊んだり、

困っていることを伝えたりする。 

● 遊びを介して友達とのかかわりに必要な言葉

を言おうとする。 

３歳児 Ⅱ期（５⽉中旬〜９⽉上旬）

ね
ら
い 

◎ 預かり保育での生活の仕方が分かる。 

◎ 夏の遊びを楽しむ。 

◎ 好きな遊びを見付けて遊ぶ中で保育者や友

達ともかかわりを楽しむ。 

預かり保育 

内
容
・
活
動
等

● 保育者の声掛けをきっかけにして、手洗いやう

がいを自分でやろうとする。 

● 汗をかいたり汚れたりしたら自分で衣服を着

替えようとする。 

● 水分をとり、気持ちよく過ごす。

● 適度な休息をとる。

● 尿意を感じたらトイレに行き、排尿する。

● 水や砂、泥などの感触を楽しむ。

● 虫や小動物に触れ、興味をもつ。

● 遊びを介して友達とのかかわりに必要な言葉

を言おうとする。 

◎ 衛生に注意し、衛生習慣を身に付け、気持ち

よく元気に過ごす。 

◎ 夏の遊びを楽しむ。 

◎ 好きな遊びを見付けて遊ぶ中で保育者や友達

ともかかわりを楽しむ。 

⻑時間保育 

ろいだり休憩したりできる場を作る。 
◆ 食欲が低下しやすい時期なので、間食や夕方の補食は食欲が出るよう、気温を調節して涼
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☆
保
育
者
の
援
助 

★ ⽔分をこまめにとるよう、意識して声を掛ける。
★ 着替えは個⼈のペースに差がかなり出るので、⼗分な時間を設定するとともに、「⾃分で

できたね」などの声掛けをして意欲や⾃信がもてるようにする。 
★ 遊具の取り合いになったときは互いの気持ちをしっかり聞いてかかわりに必要な⾔葉を

添え、関係が築けるようにする。
☆ 預かり保育の場にいることが楽しい時間

になるよう、温かい⾔葉を掛けながら楽しい
雰囲気作りに努める。 

☆ ⽣活の中で難しいところは⼿伝い、安⼼し
て過ごせるようにする。 

☆ 信頼関係ができるまで、保育者にトイレに
⾏きたいことを⾔えない幼児もいるので優
しく声を掛けたり、失敗してしまったときも
そっと誘って取り替えたりする。

☆ 夏は細菌が繁殖しやすいことを分かり
やすく伝えるとともに、⼿洗いについては
洗い⽅を⾒届ける。 

☆ 難しいところは⼿伝いながら、⾃分でや
ろうとしている気持ちをしっかり認める。

☆ 遊びに夢中になり、排せつをぎりぎりま
で我慢して失敗してしまうこともあるが、
おおらかな気持ちで接する。 

  
 

△
保
育
者
間
の
連
携 

▲ プール・⽔遊びの予定や内容など、教育活動時の保育内容について情報を共有し、⼀⽇
の⽣活の中で静と動のバランスを考える。 

▲ 梅⾬以降、気候の変化で体調を崩す幼児も出てくるので、⼀⼈⼀⼈の体調に配慮する。 
▲ 夏季休業中は様々な保育者が保育にあたるので、学級担任は⽇頃の幼児の様⼦について

事前に伝えておく。特に配慮を要する幼児の情報は丁寧に伝えるようにする。 
▲ 夏季休業明けは⽣活のリズムが変わり、疲れが出やすい時期であるので、⼀⼈⼀⼈の様

⼦を丁寧に把握し、引継ぎをする。 
 
 △ 他のクラスと⼀緒にプールに⼊ったり

交流したりする際は、内容や時間などを保
育者間で⼗分に話し合い、連携して準備す
る。

 
 

□
保
護
者
と
の
連
携 

□ ⻑時間の保育では疲れが⾒られることも
予想されるので、必要に応じて横になって休
息できるよう、バスタオルなどの準備を依頼
する。 

□ 汗をかいたりうがいで汚れたりして着
替える回数が多くなることを伝え、着替え
を多めに持ってきてもらうよう伝える。ま
た、⾃分で始末をした際に間違えていて
も、⾃分からやろうとしたことを認めてあ
げてほしいことなどを伝える。 

□ 夏は体が疲れやすいことや夏特有の病
気が流⾏することを伝え、家庭でも⼗分に
睡眠や栄養がとれるよう配慮してもらう。

 

預かり保育 ⻑時間保育 
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◇
環
境
構
成 

◆ 運動会の遊びが午後にも楽しめるように、道具やラインカーなどを準備しておく。
◆ 体を動かすことが⼼地よい季節なので、様々な動き（⾛る、跳ぶ、くぐる、またぐなど）

が楽しめるように園庭の環境を整える。 
◆ 運動会終了後も余韻を楽しめるように、運動会で使った道具を使いやすく置いておく。 
◆ ⽇没が早くなってくるために、室内の遊具を⾒直して種類を増やしたり、新しい遊具を出

したりして⼣⽅の時間が楽しく過ごせるようにする。 
◆ 教育活動で体をよく動かしているので、⼣⽅は疲れがたまらないよう早めに室内に⼊り、

静かな遊びを楽しめるようにする。
◇ 幼児が物の置き場所が分かり、安⼼して

⾃分から動き出すことができるように、所
持品の置き場所に⽬印を付ける、遊具や⽤
具の場所に絵や写真の表⽰を付けるなど、
環境を⼯夫する。 

◇ 落ち着いて楽しく間⾷をとることができ
るように、視覚的教材を使って⼿順を知ら
せたり、座る位置に配慮したりする。 

◇ 降園⾝⽀度の仕⽅が分かるように、⼿順
を視覚的に⽰す、⼀⼈⼀⼈のペースに合わ
せた時間を確保するなどの⼯夫を⾏う。 

◇ ⼀⼈⼀⼈が、⾃分のやりたい遊びを⾒付
けて落ち着いて遊ぶことができるように、
遊具の種類や量に配慮する。 

◇ ⻑時間の活動で疲れが出ることもあるの
で、必要に応じて休息がとれるスペースを
作っておく。 

 

● 預かり保育室での所持品の始末の仕方や間

食の食べ方などが分かり、自分でできることを

やってみる。 

● 預かり保育での生活に必要なきまりがあるこ

とを知る。 

● 預かり保育室で、気に入った遊具や遊びを見

付けて楽しむ。 

● 預かり保育担当の保育者に親しみをもち、一

緒に遊んだり、困っていることを伝えたりする。

３歳児 Ⅲ期（９⽉中旬〜１０⽉）

ね
ら
い 

◎ 預かり保育での生活の仕方が分かり、安心し

て過ごす。 

◎ 自分のやりたい遊びを見付けて楽しむ。 

預かり保育 

内
容
・
活
動
等

● 汗の始末や汚れた衣類の始末を自分でやろう

とする。 

● 適度に休息をとる。 

● 自分からトイレへ行き、排泄する。 

● 自分の身の回りのことを自分でやろうとする。

● 保育者や友達と体を動かす遊びをして楽し

む。 

● ４・５歳児にあこがれの気持ちをもち、動きを真

似て楽しむ。 

◎ １日の気温の変化、季節の変化に合わせ衣類

を調節して、気持ちよく過ごす。 

◎ 運動会の取組を楽しみにし、覚えたことを再現

して楽しむ。 

◎ 簡単なルールのある遊びを楽しむ。

⻑時間保育 
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☆
保
育
者
の
援
助 

★ 名前を呼んだり、笑顔で話し掛けたり、⼀緒に遊んだりしながら、⼀⼈⼀⼈の幼児と信
頼関係を築く。 

★ できるようになったことなどを⾒てほしがったとき、幼児の気持ちに共感して⾃信がも
てるように認める。 

★ 4・5 歳児の⾏動を「かっこいいね」と褒め、憧れの気持ちがもてるようにする。 
★ 体を動かすことに⾃信がついてきて、以前よりも動きが⼤きくなってけがをすることも

あるので注意して⾒守る。 
★ ⽇没が早くなり暗くなったとき、保護者の迎えが遅いと⼼配する幼児もいるので、安⼼

できるように話をしたり、⼀緒に遊んだりして不安な気持ちを和らげる。 
☆ 幼児が困ったり不安になったりする姿が

⾒られたときは、その気持ちに寄り添い、そ
っと⼿助けをしたり、声を掛けたりして、安
⼼して過ごせるようにする。 

☆ ⾏事への期待をもって⽣活する中で、⾃
分の⾝の回りのことも意欲的に取り組も
うとするので、その気持ちをしっかり認め
ていく。幼児が⾃分の⼒でできているかを
⾒守り、必要な時は援助したり声を掛けた
りする。 

  
 

△
保
育
者
間
の
連
携 

▲ 運動会へ向けた計画について、保育者間で話し合う機会をもち、共通理解を図る。
▲ それぞれの時間帯の保育を⾒合う時間をもつ。運動会の練習を参観し、その⽇の保育を

構成するための参考にする。 
▲ 運動会の取組を受けて、踊ったり⾛ったりして楽しむ幼児が増えるため、安全に遊ぶこ

とができるように場を確保したり保育者が連携して⾒守ったりする。 

 
 

□
保
護
者
と
の
連
携 

■ 幼児が運動会への取組を通して初めて⼤きい⾏事に参加することへの喜びや緊張などを
感じている姿を伝え、家庭でもその気持ちに共感してほしいことを話す。また、いつもと
違う取組に参加することで疲れが出ることもあるため、⼗分に休息をとってもらうよう伝
える。 

□ ⻑時間の保育では疲れが⾒られることも
予想されるので、必要に応じて横になって
休息できるよう、バスタオルなどの準備を
依頼する。 
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◇
環
境
構
成 

◆ ⾝の回りのことに取り組む場⾯では、⾃分のことを⾃分でできる時間やスペースを確保
し、幼児が主体的に取り組めるようにする。 

◆ 必要に応じて暖房や加湿器を使⽤したり換気したりして、温度や湿度を管理し、健康に過
ごせる環境を整える。 

◆ 防寒具の扱いや⼿洗い・うがいなどの⼿順とその必要性を伝えるため、分かりやすいイラ
ストや写真などを掲⽰する。 

◆ 秋の⾃然にかかわるもの（落ち葉やどんぐり）や年末年始の⾏事に関連するものを幼児が
作れるコーナーを準備するとともに、作ったものを飾ることで季節感を感じながら過ごせる
ようにする。 

◆ ⽇没が早くなり、室内で過ごす時間が⻑くなるので、⼈形遊び、絵本など⼀⼈や少⼈数で
もゆったり過ごせる遊びを提⽰する。

◇ 遊びに必要な物を作る際に、⽇中の教育
活動の経験や今までの預かり保育での経験
を踏まえ、材料や素材を⽤意する。 

◇ ⼀⼈⼀⼈がやりたい遊びを⾒つけ、落ち
着いて遊ぶことができるように、道具の種
類や量に配慮する。（ボール遊び、ぽっくり、
フープ、カードゲーム、パズル、こま） 

◇ 簡単なルールの⻤遊び等を設定し、体を
動かしながら保育者や友達とかかわって遊
ぶことを楽しめる場⾯を作る。 

◇ 遊びに必要な物を作る際に、⽇中の教育活
動の経験や今までの⻑時間保育での経験を
踏まえ、材料や素材を⽤意する。 

◇ 寒くなる時期であるが、⽇没前に⼾外に出
て体を動かして遊ぶ時間を設けるとともに、
簡単な集団遊びやボール遊びを提⽰し、友達
と⼀緒に体を動かす楽しさを味わえるよう
にする。 

 

● 預かり保育室での身支度、間食の準備・片付

けなどが分かり、自分でできることをやってみ

る。 

● 防寒具の扱いや戸外から戻った後の手洗い

やうがいなど、冬の生活に必要なことを知る。 

● 自然物を遊びに取り入れて遊ぶ。 

● 戸外で体を動かして遊ぶ。 

● 自分の気に入った遊具や遊びを見付けて、

やりたい遊びを楽しむ。 

● その日に預かり保育を利用している友達に

親しみをもち、かかわる。 

● 保育者に親しみをもち、一緒に遊んだり、 

困っていることを伝えたりする。 

３歳児 Ⅳ期（１１⽉〜１２⽉）

ね
ら
い 

◎ 預かり保育での生活の中で必要なことや身

の回りの簡単なことを自分で行おうとする。 

◎ 秋の自然や冬の季節の事柄を取り入れ、生

活や遊びを楽しむ。 

◎ 保育者や友達とかかわりながら、自分のやり

たい遊びを楽しむ。 

預かり保育 

内
容
・
活
動
等

● 挨拶、身支度、間食の準備・片付けなどに、自

分から取り組もうとする。 

● 防寒具の扱いや戸外から戻った後の手洗い

やうがいなど、冬の生活に必要なことを知る。 

● 生活に必要なことを自分でやろうとする。 

● 自然物を遊びに取り入れて遊ぶ。 

● 戸外で体を動かして遊ぶ。 

● 自分の気に入った遊具や遊びを見付けて、や

りたい遊びを楽しむ。 

● 保育者や友達に親しみをもち、一緒に遊ぶ。 

◎ 長時間保育での生活の中で必要なことが分か

り、身の回りの簡単なことを自分で行おうとす

る。 

◎ 秋の自然や冬の季節の事柄を取り入れ、生活

や遊びを楽しむ。 

◎ 保育者や友達とかかわりながら、自分のやり

たい遊びを楽しむ。

⻑時間保育 
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☆
保
育
者
の
援
助 

★ 上着の着脱など難しいところは⼿を貸しながらも、⽣活に必要なことを⾃分でやろうと
する姿勢を認める。 

★ 感染症予防のために、⼿洗いやうがいの⼤切さを伝え、保育者がモデルとなって⽰す。 
★ 気温の変化や体調に合わせた⾐服の調整に配慮する。 
★ 冬季休業中の保育は、教育活動がある時と流れが異なるので、そのことを丁寧に知らせ、

幼児が安⼼して過ごせるようにする。 
★ 幼児が安定して教育活動後の⽣活に向かうことができるように、⼀⼈⼀⼈を丁寧に受け

⼊れる。 
☆ 幼児の疲れ具合をよく⾒ながら緊張感を

受け⽌め、リラックスして過ごせるようにす
る。 

☆ その⽇の友達関係の中で、かかわったり⼀
緒に遊んだりする楽しさを感じられるよう、
保育者が仲⽴ちをするなどの援助をする。 

☆ 気の合う友達とかかわったり⼀緒に遊
 んだりする楽しさを感じられるよう、保育
 者が仲⽴ちなどの援助をする。 
☆ 時にはみんなで⼀緒に遊ぶ遊び（転がし

ドッジボール、⻤遊び等）を投げ掛け、保
育者や友達に親しみをもてるようにする。

  
 

△
保
育
者
間
の
連
携 

▲ それぞれの時間帯で使っている教材や楽しんでいる遊びを紹介するなど、それぞれの保
育について情報を交換し、参考になることを保育に取り⼊れる。 

▲ 気候の変化に伴い、体調を崩しやすい時期であるため、⼀⼈⼀⼈の体調の変化に留意し、
保育者間で情報を共有する。 

▲ ⼣⽅になると⼀⽇の疲れも⾒られるので、保育者間の連絡を密にし、幼児が安全に遊べ
るように⾒守る。 

▲ 個⼈⾯談の前には、事前にその幼児の成⻑と課題について、保育者間で情報を共有し、
保護者に伝える内容を整理する。 

▲ 個⼈⾯談終了後は、保護者と話した内容を、保育者間で共有し指導に⽣かしていく。
 △ 冬季休業中の過ごし⽅（持ち帰る物、⼤

掃除の⽅法、異年齢交流など）を保育者間
で話し合う。 

 
 

□
保
護
者
と
の
連
携 

■ 個⼈⾯談を設定し、遊びの様⼦や友達とのかかわりの中で変容した幼児の姿を伝え、成
⻑を喜び合う。 

■ ⼿洗いやうがいなど冬の健康に関する⽣活習慣について、園の取組を伝えるとともに、
家庭にも協⼒を求め、習慣の定着を図る。 

■ 外遊び⽤の上着や⽇常的に使う防寒着は、動きやすく、幼児が⾃分で扱うことができる
物を⽤意してもらうように依頼する。 

■ 感染症が流⾏する時期であるため、体調の変化が⾒られた時は詳細を伝えて注意を促す。
■ 感染症に罹患した場合は、「出席停⽌の扱い」「登園許可証の提出」などについて伝えて

協⼒を求める。 

 

預かり保育 ⻑時間保育 

127

期
ご
と
の
指
導
計
画
例



  
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇
環
境
構
成 

◆ 進級に向けた活動や⾏事等により疲れも予想されるので、必要に応じて休息がとれる場を
設ける。 

◆ 教育活動での保育内容や⽇没時間等を考慮しつつ、⼾外で遊ぶ時間を確保する。 
◆ ⽇中に取り組んだ遊びを繰り返し楽しめるように、遊具等を⽤意する。（正⽉遊び、フー

プ、ぽっくり、ボールなど） 

◇ 幼児の様⼦を⾒ながら、⼾外での遊び（ぽ
っくり、ボール）や巧技台遊びなど体を使
った遊びを個々に楽しめるようなコーナー
を設置する。 

◇ （簡単なけん⽟やこまなど）少⼈数や⼀
⼈で遊べる正⽉遊びなどを⽤意し、季節の
遊びに興味をもてるようにする。 

◇ 幼児の主体的な遊びが促されるように、
預かり保育を利⽤する幼児が今までに楽し
んできた遊びを振り返り、遊具を選び、⽤
意する。 

◇ 幼児の様⼦を⾒ながら、⼾外での遊びや巧
技台遊びなど体を使った遊びを友達と⼀緒
に楽しめるようなコーナーを設置する。 

◇ ４・５歳児のこま回しや縄跳びなどの様⼦
を⾒るなどのかかわりがもてるような場を
構成する。 

◇ 異年齢児とかかわることを楽しめるよう
な遊びを取り⼊れ、共通の場を設けたりルー
ルを⼯夫したりする。 

◇ 気の合う友達同⼠で遊び、⾃分の思いを出
すことができるように、ござやつい⽴てなど
を⾃由に使えるようにしておく。 

● 預かり保育での基本的な生活の仕方が分か

り、自分でできることを自分で行う。 

● 手洗いやうがいなど冬の生活に必要な習慣

が分かり丁寧に行う。 

● 様々なことをできるようになったことを実感

し、自身の成長を感じる。 

● 季節ならではの遊び（正月遊びなど）や戸外

での遊びに興味をもつ。 

● 寒くても戸外に出て、保育者や友達と一緒に

簡単なルールに沿って体を動かすことを楽し

む。 

● 同じ遊びをする友達に親しみをもち、一緒に

遊ぶ。 

● 自分が思っていることを言葉や動きで表しな

がら遊ぶ。 

３歳児 Ⅴ期（１⽉〜３⽉）

ね
ら
い 

◎ 進級に期待をもち、預かり保育での生活に必

要なことを自分で行おうとする。 

◎ 戸外で体を動かして遊んだり、季節の遊びを

楽しんだりする。 

◎ 保育者や友達とのかかわりの中で、自分の

思いを出しながら遊ぶことを楽しむ。 

預かり保育 

内
容
・
活
動
等

● 長時間保育での基本的な生活に自分なりの

見通しをもち、自分でできることを自分で行う。 

● 手洗いやうがいなど冬の生活に必要な習慣が

分かり丁寧に行う。 

● 様々なことをできるようになったことを実感し、

自身の成長を感じる。 

● 友達と一緒に、季節ならではの遊び（正月遊

びなど）に興味をもち、参加する。 

● 寒くても戸外に出て、保育者や友達と一緒に

簡単なルールに沿って体を動かすことを楽し

む。 

● 友達が行っていることに興味をもち、イメージ

や遊び方をまねて遊ぶ。 

● 簡単なルールを理解して遊ぶ。 

● 異年齢児や友達が行っていることに興味をも

ち、一緒に遊ぶ中で親しみをもつ。 

● 気の合う友達との遊びの中で、自分が思って

いることを言葉や動きで表しながら遊ぶ。 

◎ 進級に期待をもち、身の回りのことや生活に

必要なことを自分から進んで行う。 

◎ 友達と一緒に遊ぶ中で、体を動かして遊んだ

り、簡単なルールのある遊びを楽しんだりす

る。 

◎ 保育者や友達とのかかわりの中で、自分の思

いを十分に出して遊ぶことを楽しむ。 
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☆
保
育
者
の
援
助 

★ 幼児が⾃分から必要なことに気付きやってみようとする姿勢や、できなかったことがで
きるようになった姿を認め、進級する気持ちへつなげていく。 

★ （だるまさんが転んだ、おおかみさん今何時など）簡単なルールの集団遊びなどを投げ
掛けて、友達と⼀緒に体を動かす遊びが楽しめるようにする。 

★ 異年齢同⼠で遊ぶ場では、保育者が遊びに加わり、ルールや遊び⽅を知らせたり、難し
いところを⼿伝ったりしながら楽しく遊べるように援助する。 

★ やりたい遊びに取り組む中で、個々に楽しんでいることに共感し、思いを受け⽌める。 
★ 友達との遊びの中で、⾃分の思いや考えを表現できるように励ましたり代弁したりする。
☆ 幼児が気持ちを切り替えて預かり保育で

の⽣活に向かうことができるように、⼀⼈⼀
⼈と丁寧に挨拶や会話を交わしながら受け
⼊れる。 

☆ 幼児が進級後の⽣活に期待や⾒通しをも
つことができるように、預かり保育での 4
歳児の様⼦を話題にする。 

☆ 幼児が安定して⻑時間保育での⽣活に
向かうことができるように、⼀⼈⼀⼈とス
キンシップを図りながら丁寧に受け⼊れ
る。 

☆ 幼児が進級後の⽣活に期待や⾒通しを
もつことができるように、4 歳児の⽣活の
様⼦を話題にしたり、4 歳児の保育室を⼀
緒に⾒に⾏ったりする。 

  

△
保
育
者
間
の
連
携 

▲ ⽣活発表会に向けた活動や、お別れ会の準備など、進級に向けた活動が⼊ってくるので、
疲れや興奮が⾒られる幼児も予想される。学級担任は教育活動の様⼦を丁寧に伝える。 

▲ 感染症が流⾏する時期であることを踏まえ、幼児の体調については、特に細かく引継ぎを
⾏う。また、各クラスの状況（罹患者数など）の情報を共有する。 

▲ ⼀⼈⼀⼈の幼児の成⻑と課題について、保育者間で話し合う機会をもち、共通理解をし
た上で次年度に引き継ぐ。 

 

□
保
護
者
と
の
連
携 

■ ⽣活発表会に向けた取組、お別れ会の準備など進級に向けた取組など、この時期ならで
はの活動について、⼝頭や掲⽰で知らせる。 

■ 感染症の発⽣状況や⼿洗い、うがいなどの予防の⼤切さを知らせるとともに、家庭でも
体調の変化に留意してもらうように促す。

□ その⽇の幼児の姿から、成⻑を感じたこと
を具体的に伝え、進級に向けて成⻑の喜び 
を共有する。 

□ 進級に向けて不安や期待を受け⽌め、話
を聞いたり、4 歳児クラスでの過ごし⽅を
伝えたりして、安⼼感をもって進級を迎え
られるようにする。 

□ 進級に向けて、⽣活の仕⽅が変わること
などを、分かりやすく掲⽰したり説明した
りする。 

□ ⼀年間の園への理解、協⼒に対するお礼
を伝えたり、進級に向けて⽣活を⾒直して
もらったりする。 

□ 幼児の成⻑の姿を具体的に知らせ、とも
に成⻑の喜びを共有する。 
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